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HP のアドレスが 

変わりました。 
 

 

 

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

要するに大きく変わる点は… 

①市内約３割の世帯で実施されていた『プラスチック製容器包装』の分別収集を全世帯で実施。 

②不燃ごみとして収集されている『プラスチック製容器包装』以外の「商品等のプラスチック類」や

「ゴム・皮革」を可燃ごみとして収集。 

③不燃ごみとして収集されている「空き缶」を、空き缶だけで分別収集。 

 

（注）『プラスチック製容器包装』とは・・・食料品や日用品に使われているプラスチック製のボトル類、 

カップ・パック類、トレイ（皿型容器）類、袋・ラップ類です。果物のネット、家電製品を保護する 

発泡スチロールなども含まれます。ほとんどのプラスチック製容器包装には、右の識別マークが付いています。 
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〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 

近年、選挙管理委員会、農業委員会などの非常勤行政委員に対し、勤務日数に関わらず月額報酬を

支給しているのは地方自治法の趣旨、裁量の範囲を逸脱して違法との判決がなされています。 
その結果、日額制に変更する自治体が増えてきています。豊中市の非常勤行政委員の報酬も    

月額支給されていますが、早急に見直しを行う必要があると思います。 

◆新ごみ分別方法の疑問点◆ 

◆非常勤行政委員の報酬について◆ 

職名 勤務形態  月額報酬 全委員の年間総支給額 

委員長（１人） 19 万 4,000 円 教育委員会 
委員（４人） 

非常勤 
16 万 2,000 円 

816 万円 

委員長（１人） 8 万円 
選挙管理委員会 

委員（３人） 
非常勤 

7 万 4,000 円 
362 万 4,000 円 

代表監査委員（１人） 常勤 61 万 5,000 円 

委員（1 人） 17 万 1,000 円 監査委員会 

議会選出委員（２人） 
非常勤 

6 万円 

1087 万 2,000 円 

会長（１人） 5 万 7,000 円 

会長代理（１人） 3 万 8,800 円 農業委員会 

委員（１７人） 

非常勤 

3 万 2,700 円 

782 万 400 円 

委員長（１人） 3 万 5,800 円 公平委員会 
委員（２人） 

非常勤 
2 万 6,600 円 

106 万 8,000 円 

   合計 3154 万 4,400 円 

 

 非常勤の各行政委員が普段 

どういった活動をされている

のか、ほとんど明らかにされ

ていないことが問題で す。  

まずは、早急に各非常勤行政

委員の活動実態を明らかにし、

その上で、どういった報酬体系

が望ましいのかを検討すべき

です。 

環境負荷、収集・処理費用、リサイクル技術の現状などを考慮すると、  

新たな分別方法が最良の方法とは思えません。過去の決定に縛られるの

ではなく、現状を踏まえた政策判断をすべきではないでしょうか！！ 

  可燃ごみ 不燃ごみ 
プラスチック製

容器包装 

処理単価 12000 円/t 17000 円/t 18700 円/t 

収集単価 17300 円/t 40400 円/t 97800 円/t 

 

市民がどれほど分別に手間をかけても、現在のリサイクル技術では、必ずしも環境保全につながっ

ていません。そうであれば、全てのプラスチックごみを可燃ごみとして収集し、出来る限り熱回収を 

する方が、環境負荷の軽減、コスト削減につながるのではないでしょうか。分別が簡略化されると 

市民の混乱や負担も減ると思います。もちろん、ごみの減量には努めるべきと思いますが・・・。 

 

現在、市内の約３割の地区で分別収集されていますが、

市民の分別協力率は約４０％と低く、処理・収集費用は 

可燃処理や不燃処理に比べて、かなり割高です。 

また、市民が分別し排出しても、その半数がリサイクル  

されず、可燃処理されています！！コストや手間をかけて

も、環境負荷の軽減が図れないのではないでしょうか？ 


